
    

                                                                                        

 

 

 

 

 

 11 月 9 日(月)、3 年生の生徒、保護者を対象にした進路説明会を行いました。コロナ禍

の今年度、学年単位で保護者の皆さんに学校に来ていただくのは、入学式以来となりまし

た。いよいよ本格的な進路決定の時期を迎えていきますので、今年度の入試の状況につい

てご理解していただくために、感染症対策をしっかりと行う中で実施しました。公立後期

募集検査の追検査が、コロナ感染症対応の必要がある場合は実施日を遅らせることや、私

立入試で面接を実施しない高校がある等、例年とは違う措置がとられることがありますの

で、今後も保護者の皆さんとの連絡をしっかりととっていきたいと思っています。 
 教諭の頃、3 年生を担当することが多かった私は、「進路は心路だ。」とよく言っていま

した。今もそう思っています。進路決定とは、今までの自分をふり返り、これからの自分

を創造することです。生徒自身が、これまで自分が何に取り組み、どう取り組んできたか

を考え、その上で、これからの自分の可能性を創造する。一人ひとりの生徒の可能性は広

がりますから、その可能性を伸ばすのに一番適した進路を選択することが大切です。 
 そして、進路決定をする上でもう一つ大切にしたいのは、何かを成し得た方が「感謝」

という言葉を口にするように、周りの方の「想い」に気づくことです。初めて大きな岐路

に立ち、視野が狭くなりがちですが、傍には、仲間や先生方や保護者の皆さんがいます。

そこに気づくことができると、強くなることができます。3 年の先生方は、高校との対応、

書類作成等、これから多くのことに取り組んでいきます。でも、そこには、大きな岐路の

傍らに生徒と共に立つことができる喜びがあるのです。 
 今回の進路説明会が、私自身も、3 年生の保護者の皆さんにお逢いする初めての機会と

なりました。日頃からの学校教育へのご理解とご協力に感謝すると共に、お逢いすること

ができて、支えていただいている力強さを実感し、大変うれしい気持ちになりました。進

路の決定には、保護者の皆さんのご協力が不可欠です。生徒自身がより良い進路選択がで

きるよう、共に生徒を応援していきましょう。のり越えた先には、感染症にも負けない芽

吹きの春がやって来ます。卒業も、もうすぐそこまで来ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外部の方をお招きすることや、全校での集会を実施することも難しい今年度ですが、多感

な中学生にとって、人との出逢いは大切な学びの機会となります。感染症対策をしっかりと

する中で、可能な限り、様々な方のお話を聞く機会を確保したいと考えています。 
11 月 19 日(木)には 1 年生が、福祉講話を実施しました。この日まで、1 年生は『福祉』

についての学習に取り組み、白杖体験等を実施し、また、道徳でも『共生』について考えた

ばかりでした。颯爽と歩く全盲の白濱顕子さんと盲導犬クラリー君の姿に驚きながらも、 

     ～先生へのメッセージ～ 

日々の積み重ねが夢の実現につながるのだと分

かった。自分も毎日少しの時間だけでも練習を

して、技術を上げられるようにしたい。何度け

がをしても陸上をあきらめなかった先生はすご

く尊敬できると思った。何事もあきらめないで

努力し続けて、夢の実現に向けて頑張ります。

今日はありがとうございました。 
2 年 1 組 一志 咲良 

 

～先生の話で印象に残った言葉など～ 
「素直な心、感謝の気持ちをもっていれば、

おのずと周りは応援してくれる。」という言

葉がすごく印象に残りました。いつでも努

力を怠らず、たくさんの人に応援してもら

えるような人に私もなりたいと思いまし

た。部活動とか何事にも全力で取り組んで

いく姿勢を大切にしていきたいです。 
2 年 2 組 志村 叶詠 

生徒は集中して話を聞いていました。「ど

うしてそんなに明るいんですか？」等、多

くの質問が出たり、白濱さんがスキーに取

り組んでいることに驚いたりと、生徒の視

野が広がり、考えが深まっていくことを感

じました。 
 会の運営も生徒自ら行い、1 年生の成長

した姿を見ることもできた集会でした。 
  

 
 
 
 
 
 
 
   

ドリームキャンパス 

かりの 2 年生がお話を聞きました。 
 先生の中学時代の話や、陸上競技を続ける上での困

難に向き合った話に生徒は共感し、夢を持つことの大

切さを感じていたようでした。「指導してくださった

先生をオリンピックに連れていきたい。」という言葉

には、私自身も心うたれるものがありました。 
 職場体験を実施できなかった今年度。2 年生にとっ

て想いを広げる機会となりました。 

「ひとりでも多くの子どもたちに夢を持つことの素晴らしさを伝えたい。」と、開府 500
年を契機に甲府市の活動として行っているドリームキャンパス。今年度は、4×100M 日本代

表として、ロンドンオリンピックに出場した佐野夢加先生のお話を、PTA の講演会も兼ね

て全校で聞く予定でした。実施も危ぶまれましたが、10 月 28 日(水)、市新人戦を終えたば 

 


